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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、運動療法が前頭側頭型認知症（FTD: frontotemporal dementia) の
行動異常に及ぼす効果とその機序を明らかにし、FTD に対する新たな治療法および支援策を構築することであ
る。FTDに対する運動介入試験の結果、運動がFTDの心理機能、身体機能に好影響を及ぼすことが示唆された。ま
たFTDにおいて、運動が習慣化したことによって、FTDで問題となる常同行動が抑えられる傾向が見られた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the effects and mechanisms of 
exercise therapy on behavioral abnormalities in FTD (frontotemporal dementia) and to develop new 
treatments and support strategies for FTD. The results of the exercise intervention study for FTD 
suggested that exercise has a positive effect on psychological and physical functions of FTD. In 
addition, In addition, the habitual exercise tended to suppress the stereotyped behavior that is 
problematic in FTD.

研究分野： スポーツ医学、老年運動学

キーワード： 前頭側頭型認知症　　運動療法　　行動異常

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
FTD に対する非薬物療法は現時点でほぼ皆無であり、本研究の運動介入が示した結果は、FTD に対する非薬物療
法の第一の手段として大きな役割を果たすことが期待できる。今後、さらに多数例を用いた研究、検討によりそ
の有用性を確認する予定である。本研究はFTD に対する新たな治療戦略に資する、社会的貢献度の高い、意義あ
る研究であると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
認知症の原因は多彩であるが、アルツハイマー型認知症、レビー小体型認知症、前頭側頭葉変

性症、血管性認知症の 4 疾患でほぼ認知症全体の 8～9 割を占める。前頭側頭葉変性症は、65
歳未満で発症する若年性認知症の中でアルツハイマー型認知症に次いで頻度が高く、前頭側頭
型認知症、意味性認知症、進行性非流暢性失語の 3 型に分類される。 
前頭側頭型認知症（frontotemporal dementia: FTD）は、脱抑制、無関心、無気力、常同的な

行動等といった特徴的な臨床症状から最も処遇の困難な認知症とされており、FTD に対する有
効な治療法は薬物療法、非薬物療法ともに確立されていない [1]。 
認知症全般に対する非薬物療法は注目を集めて久しく、特に運動療法は有効性が高いとされ

ている [2]。運動による脳由来神経栄養因子（brain-deriverd neurotrophic Factor: BDNF）の
発現が神経再生を促すほか、耐糖能やインスリン抵抗性の改善、前頭葉の活性化などが認知症予
防の有効な機序であるとされている（島田ら, 2015）。アルツハイマー型認知症に対する運動療
法の報告は多いが [3]、FTD に対する運動療法の報告は国内外を問わずなされていない。 

FTD は、脳後方部は保たれるが、前頭葉、側頭葉前方部を中心に神経変性を来すため、記憶
は比較的保たれる一方で、行動異常（ある決まった時間になると歩き出すという常同行動）が主
症状という特徴がある。そのため、FTD に対する運動療法の主目的は、運動が行動異常をどの
程度軽減できるかである。FTD に特徴的な諸症状は前頭葉機能の低下によるため、運動による
前頭葉機能賦活は、行動異常の軽減のみならず生活全般の質の向上につながることが期待でき
る。FTD に対する運動療法の可能性は先行研究 [1]も指摘している。また、記憶、運動機能、
視空間認知機能等が保たれていることから、運動技能などを基盤とする各種作業は導入しやす
いこと、症状の一つである被影響性の亢進（周囲に影響されやすい症状）を利用して、運動の習
慣化を図り、常同行動に組み込める可能性があること（ルーティーン化療法 [4]）、運動による
前頭葉の賦活が、行動異常の改善に寄与する可能性があること、FTD 患者の多くは 65 歳未満
と若く、身体的衰えが少ないため、運動の恩恵を受けやすいことなどが、FTD に対し運動を選
択する理由として挙げられる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、運動療法が FTD の行動異常に及ぼす効果とその機序を明らかにし、FTD 

に対する新たな治療法および支援策を構築することである。本研究の Research question を「運
動を FTD の常同行動に組込み、症状を緩和できるか」とした。 
 
 
３．研究の方法 
本研究の目的を達成するために、（1）介入内容決定のための予備検討、（2）FTD に対する運

動療法の効果、の 2 つの課題を設定し検討した。 
 
(1) 介入内容決定のための予備検討 
介入デザインを確定するにあたり、メタ解析を含む網羅的な最新文献調査を行い、介入内容候

補の絞り込みを行った。メタ解析は PRISMA 声明に準拠した。 
FTD の診断基準 [5] に合致する高齢者数名を研究対象として、Pre 検査を実施、また個別運

動プログラムを作成し、パイロット的に運動介入試験を行った。検査項目は、認知機能項目とし
て、グローバル認知機能：Mini-Mental State Examination（MMSE）、臨床認知症評価（Clinical 
Dementia Rating: CDR）、前頭葉機能：Frontal Assessment Battery（FAB）を行った。運動検
査としては、歩行、バランス、筋力の計測を行った。個別運動プログラムには、中強度持続性有
酸素運動トレーニング（moderate intensity continuous training: MICT）を採用し、MICT プ
ログラムへの適応、実行可能性を検討した。自転車エルゴメーターでの有酸素運動の至適時間の
検討は、週毎に 10 分、20 分、30 分と漸増させて実施した。また、至適運動強度の検討は、カ
ルボーネン法にて至適目標心拍数を算出し、Polar 社製腕時計型心拍計にて心拍数を随時モニタ
ーした。 
 
(2) FTD に対する運動療法の効果 
対象者は、筑波大学附属病院精神神経科の外来患者、患者の配偶者とした。COVID-19 感染拡

大の状況で、対象者のリクルートが難しく、研究対象者は下記となった。FTD の診断基準に合
致する 71.8±6.8 歳（61-77 歳）の男性 5 名（FTD 群）、健常群として 69.0±7.7 歳（61-77 歳）
の女性 4 名を研究対象とした。 
FTD の診断は、2 人の精神科医が患者の臨床記録と神経心理学的検査および画像検査の結果に

基づき、診断を確認した。すべての参加者の認知機能は、以下の神経心理学的検査を用いて、公
認心理師によって評価された。グローバル認知機能：Mini-Mental State Examination（MMSE）、



エピソード記憶：Wechsler Memory Scale-Revised の論理記憶におけるストーリーA の即時お
よび遅延再生（LM-IA and LM-IIA）、前頭葉機能： Frontal Assessment Battery（FAB）、情
報処理速度： Trail Making Test part-A（TMT-A） 、実行機能と注意： Trail Making Test part-
B（TMT-B）、臨床認知症評価（Clinical Dementia Rating: CDR）、老年期うつ病尺度（geriatric 
depression scale: GDS）。また、内側側頭葉（MTL）萎縮の重症度は、頭部 MRI を用いて評価
した。運動検査項目の計測は、健康運動指導士により下記項目が実施・評価された。筋力、バラ
ンス、歩行、複合動作等。運動前後の心理状態を把握するために、感情尺度や常同行動尺度等を
聴取した。運動療法の効果検証のために、近赤外分光分析法（ functional near-infrared 
spectroscopy: fNIRS）測定した。fNIRS は、専門家との連携のもと標準的な解析だけでなく、
新たな手法を用いて多角的な方法でアプローチを行った。運動介入は、（１）で設定した運動介
入プロトコルとした。運動を FTD の常同行動に組み込むことを目的に、歩数計の配布、記録、
在宅運動を実施した。 
 
 

４．研究成果 
(1) 介入内容決定のための予備検討 
介入デザインを確定するにあたり、メタ解析を含む網羅的な最新文献調査を行い、FTD に対

する効果的な運動介入方法を新規に構築できる可能性を見出した。この成果を元に、介入試験を
行うための介入デザインを新規に設定した。 
個別介入プログラムである、MICT プログラムへは、どの被験者も概ね適応していると考えら

れた。心拍数からも至適運動強度で運動を継続出来ていることを確認した。運動時間に関しては、
被験者の個人差が大きく、継続が難しい場合もあったため、運動時間については被験者の体力を
考慮して設定することとした。ベースとなる運動介入デザインは下記とした。運動介入方式は、
個別プログラムとし、週 1 回 90 分の運動介入とした。メインの運動内容は中強度持続性有酸素
運動トレーニングを採用し、自転車エルゴメーターによる運動を採択した。有酸素運動の至適時
間は 4 週毎に漸増、至適運動強度はカルボーネン法にて至適目標心拍数を算出し、腕時計型心
拍計にて心拍数を随時モニターすることとした。 
 
(2) FTD に対する運動療法の効果 
(1)で設定した運動介入プロトコルを用いて、運動介入試験を実施した。運動前後の心理機能を

検討した結果、FTD 群、健常群共に、運動前後で快感情・リラックス状態が改善し、不安感が
減少した。また、身体機能も FTD 群、健常群共に、運動前後で身体機能の向上傾向がみられた。
fNIRS 測定の結果、FTD で前頭葉の活性化がみられ、運動介入の効果であると考えられた。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図：（上段）HC 群(healthy control, 健常群) および FTD 群の運動前後の感情の変化 
  （下段）HC 群および FTD 群の運動前後のバランス機能の変化 



本研究の Research question である「運動を FTD の常同行動に組込み、症状を緩和できるか」
について、日々の運動、活動量計の使用、運動日誌への記入といった行動が習慣化し、運動が日
常生活に取り込まれたと考えられた。また、常同行動の評価尺度が運動前後で改善傾向を示し
（Pre：10.50±1.1、Post：10.25±1.35）、常同行動が抑えられる傾向がみられた。 
 

（3）まとめ 
FTD に対する非薬物療法は現時点でほぼ皆無であり、本研究の運動介入が示した結果は、

FTD に対する非薬物療法の第一の手段として大きな役割を果たすことが期待できる。今後、さ
らに多数例を用いた研究、検討によりその有用性を確認する予定である。本研究は FTD に対す
る新たな治療戦略に資する、社会的貢献度の高い、意義ある研究であると考える。 
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